
 

平成 30 年「長崎大学 教職員対象ＬＧＢＴ研修会」開催報告 

セクシャルマイノリティについて学びませんか－多様性が彩るキャンパスを目指して－ 

 

【日時】平成 30 年 11 月 20 日（火）14：30～16：30  

【場所】長崎大学文教キャンパス 学生会館 2 階 多目的室 

【講師】南 和行氏（弁護士 なんもり法律事務所） 

【内容】ＬＧＢＴおよび性の多様性の理解について 

     

平成 30 年 11 月 20 日（火）、長崎大学文教キャンパス学生会館 2 階多目的室において

「教職員対象ＬＧＢＴ研修会」を開催いたしました。当日は 21名の参加がありました。 

 

【挨拶】ダイバーシティ推進センター長 伊東昌子 

ＬＧＢＴに関する様々な書籍を読んでいくうちに南氏の著

書に出会い、今回の研修会・セミナーを心待ちにしていた。 

南氏のドキュメンタリー映画をぜひ長崎でも上映して、広く

皆さんに知ってもらいたいと述べました。 

 

【講演】 

最初に、南氏は子どもの頃から恋愛感情が男性に向いていたこ

と、その後家族に自身が同性愛者であることを打ち明けてから

の葛藤などの体験を話されました。また、社会が同性愛者に対

して差別と偏見のあるものだという一般的な意識についての

話をされました。 

 

「ＬＧＢＴ」という言葉については世間が作り上げ、割りあてたもので、本来はそれぞれ

異なるものであるという説明があり、そういった言葉を覚えて区別したり決めつけたりす

るのではなく、１つの輪の中にみんなが一緒に入って共存できるような、世の中の最大公

約数を広げていくことが大切であると続けました。 

 

次に南氏が弁護士として現在も訴訟に関わる「一橋大アウティング事件」について、相談

に訪れた学生に対する大学の窓口や担当教授の対応の問題点、今後もし同じような事例が

あった場合の対策について話されました。この件で

は同性愛者かどうかに関わらず、助けを求めて声を

上げている傷付いた学生があたかも悪いような対応

をし、クラス替えなどの対応を取らなかった事を問

題点として挙げました。相談を受ける側は自分の中

の今までの知識や経験、枠のなかで決めつけず                                          

問題を解決するための対策を考える事の必要性があ

るということを述べました。       

 

 

南 和行氏 



また、参考事例として「Ｋスポーツクラ

ブ事件」の訴訟についても触れ、スポー

ツクラブの不適切な対応や、当時担当し

た理解ある裁判官の事、この裁判が和解

に至った経緯の説明をされました。 

 

世間一般のインフラはシスジェンダー

（割り当てられた性別に違和感がない人

達）向けにできているという事、京都で

実際にあるという共有トイレの男女が半

分ずつに分かれたマークについての話も

されました。親切心でそのような表記を

しているようだが、実際それを見て不快な思いをしたり違和感を覚える人もいるという事

でした。 

 

その他参考として南氏が推薦する倉敷市教育委員会や関西大学の相談室のホームページの

紹介、南氏の知り合いが関わるＲＦＣ （レインボーフォスターケア・児童養護施設など社

会的養護における性の多様性を考える団体）の話がありました。 

 

最後に、日本でのＬＧＢＴの問題は男性・女性の立場を考える問題であり、管理職の年代

である中高年男性世代の支配をどうしていくかという事（彼らは彼らなりの立場や枠の中

で葛藤している）また日本の婚姻制度は男性が女性を支配する事が織り込まれていること

についても触れ、広い視野を持ってＬＧＢＴの問題に真摯に取り組まれている姿勢がうか

がわれました。 

 

研修会後の質問では自分の子どもが、修学旅行でトランスジェンダーの同級生が本人が思

っている性別の側で他の同級生と同室になれないのはおかしいと言った、いう話が出まし

た。南氏は他の生徒さん達がその子を大事に思って同室になろうとしたことがとても大切

で、その子の生きて行く自信につながる、せめて、その子の思う性別と同じ性別の先生と

同屋にするなど、個別の対応をしてあげられなかったのか、と回答されました。 

 

参加者アンケートでは内容が大変良かったという意見が多数をしめ、南氏の話の面白さや

分かりやすい例などが好評だったようです。また、興味深く勉強になった、継続的に学び

続けたいという意見も多くありました。 

 

 


